
様式第３号（第４条関係） 
令和8年1月8日 

　竹富町議会議長 

竹富町議会議員　大久研一 

政務活動費収支報告書 

　竹富町議会政務活動費の交付に関する条例第７条第１項の規定により、政務活動費に係る収支について、下
記のとおり報告します。 

記 

１　政務活動費の額　　　金　69,707  円 

２　政務活動の期間　　　第３四半期（10月から12月） 

３　政務活動費の対象となる経費の内訳 

項 目 金 額 備 考

調査研究費 69,707 久米島町視察

研修費

広報費

広聴費

要請・陳情活動費

会議費

資料作成費

資料購入費

人件費

事務所費

合 計 受領済額　　　　　　0円　　　累計　　　　　　　　円　











政務活動報告 

1．件名 

久米島町における移住定住施策、空き家対策及び海洋深層水関連施設の視察について 

 

2．視察目的 

久米島町が取り組んでいる移住定住施策および空き家対策の現状を調査するとともに、

海洋深層水を活用した産業振興、再生可能エネルギー(発電)ならびにバイオサイエンス分

野への応用について現地視察を行い、竹富町における今後の町政運営および政策立案の

参考とすることを目的に実施した。 

 

3．視察期間 

令和７年 11 月 4 日～11 月 5 日(1 泊 2 日) 

 

4．視察参加者 

山盛力議員・宮良道子議員・東金嶺肇議員・加屋本真一議員・上勢頭巧議員・大久研一 

 

5．視察先および内容 

（１）移住・定住促進、空き家活用、納骨堂整備の取り組みについて 

①移住・定住促進 

久米島町では、移住定住を総合的に支援するため、役場内に移住・定住相談窓口を設

置し、仕事・住居・子育て・地域生活まで一体的な支援を行っている。 

担当者には移住経験者を配置し、移住者目線での丁寧な相談対応を行うことで、移住

後のミスマッチを防ぎ、定住率の向上につなげている。 

また、SNS や WEB を活用した情報発信、移住希望者の要望に応じたオーダーメイド

型移住体験、オンライン移住体験ツアー、ふるさとワーキングホリデー、観光人材マ

ッチング事業など、多様な段階的施策を展開している。 

 

②空き家活用・空き家対策 

久米島町では、町内全域を対象に空き家実態調査を実施し、空き家の件数や状態を把

握したうえで、活用可能な空き家と除去等を検討すべき空き家を整理している。 

「空き家等対策総合支援事業」により 

・移住希望者・所有者を対象にした改修補助 

・老朽化が著しく危険な空き家に対する解体補助 

を実施し、住居としての再生や、危険家屋の解消、土地の有効活用を図っている。 

また、空き家・空き地バンクを整備し、所有者と利用希望者のマッチングを支援する

ことで、移住定住の受け皿づくりを進めている。 



③納骨堂整備の取り組み 

久米島町では、墓地の散在化や管理負担の課題に対応するとともに、空き家の有効利

用を図る観点から、町管理の「久米島納骨堂」を整備している。 

納骨堂は、町が管理主体となることで永代的な管理体制が確保し、高齢者や後継者不

在世帯の将来不安軽減につなげている。 

現在、合葬室 327、１体用納骨壇 42、２体納骨壇 17、位牌壇 15 が使用され、町民の

多様なニーズに対応している。 

 

④移住実績 

これらの取り組みの結果 

・９年間の移住者：253 名 

・定住率 81.8％と高い定住成果を挙げている。 

 

⑤まとめ 

久米島町の移住・定住促進の取り組みは、「相談体制」「空き家活用」「齟齬と・子

育て・地域生活」を一体で支える総合的な施策である。 

離島という条件不利地域において、定住率の高さは特筆すべき成果であり、今後の竹

富町における移住・定住施策や空き家対策を検討するうえで、大いに参考になる取り

組みである。 

 

 

（２）海洋深層水を活用した産業振興 

①海洋温度差発電の取り組み 

表層水と深層水の温度差を利用した海洋温度差発電(OTEC)は、天候に左右されず 24

時間安定した発電が可能な再生エネルギーとして実験実証が進められている。将来的

には、エネルギーの地産地消を支える基幹電源の一つとして期待されており、久米島

町が掲げるゼロカーボン施策とも連動した取り組みである。 

 

②ロート製薬「FARMO」の取り組み 

海洋深層水を活用した農業分野を中心に研究・実証から商品開発まで一体的に行われ

ており、研究施設「FARMO」を視察した。同施設は、研究機能に加え、体験・交流機

能を併せ持つ複合施設として運営されており、海洋深層水を活かした生物資源を活用

する研究・産業の拠点としての役割 を担っている点が特徴的だった。 

 

 

 



③海ぶどう養殖施設 

海洋深層水の低水温性と高い清浄性を活用することで、水温管理が容易となり、安定

した品質管理のもとで通年生産が可能となっている。現在、沖縄県産海ぶどうの約 7

割を久米島で生産・出荷しているとのことであり、島の特産品づくりと雇用創出を支

える重要な産業の一つとなっている。 

 

④まとめ 

久米島町における海洋深層水を活用した取り組みは、再生ネルギーの実証から、農

業・水産業分野における安定生産、さらには研究、商品開発・交流機能を併せ持つ複

合施設の整備まで一貫した産業振興モデルとして展開されている点が特徴的であっ

た。島の自然条件という強みを最大限に生かし、雇用創出や特産品づくり、環境施策

と結びつけている点は、今後の竹富町における産業振興や持続可能な地域づくりを検

討するうえで、大いに参考となる取り組みである。 



様式第２号(第３条関係) 

 

令和 7年 7月 1日 

 

 

竹富町議会議員 

大 久 研 一 殿 

                       竹 富 町 長 

                       （ 公 印 省 略 ） 

政務活動費交付決定通知書 

竹富町議会政務活動費の交付に関する条例第６条の規定により、下記のとおり政 

務活動費の交付を決定したので通知します。 

記 

１ 交付決定額 金 2 70 , 0 00 円 


